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大学生等による不登校児童生徒支援事業（→P8）に取り組む、心理学部 中地ゼミの学生たち
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❶ 新学長が語る 帝塚山大学 「新たな歴史の始まり」
2018年4月、帝塚山大学の学部が変わります❷



入試・広報・学生生活支援担当
向井 篤弘
情報教育研究センター長
4月から副学長を引き続き拝命しました。昨年

度までの担当（入試・広報）に加え、今年度より
学生生活支援も担当することになりました。新学
長の所信表明にもありますとおり帝塚山大学の
ブランドを再構築するため、全ての学生が成長し

帝塚山大学での学生生活に満足して卒業していく「学生が主役」の大学をめ
ざします。それが周りからも評価されるような広報展開、選ばれ続ける大学
づくりに取り組んでいきたいと考えています。
加えて、硬式野球部、ラグビー部、女子バレーボール部、レスリング部と

大学には4つの強化指定クラブがあり、上位リーグで活躍をしてくれてい
ますが、それ以外にも多くのクラブ・サークルが存在しています。学生の課
外活動加入率向上、クラブ活動の一層の活性化とともに活力あるキャンパ
スをめざします。どうぞよろしくお願いいたします。

教学支援担当
飛世 昭裕

図書館長

4月から副学長を拝命した飛世昭裕です。これ
から取り組むべき課題について一言申し上げ、ご
挨拶に代えさせていただきます。
第一に、教学支援担当としては、帝塚山教育の

充実のために、「実学の帝塚山大学」を標榜する
だけの「教育の質の保証」をしっかりとできるような「学習成果の客観的指
標」を確立することです。第二に、キャリアセンター担当としては、教学支援
と連動させ、学生諸君の「個性」と「適性」を活かしたキャリア指導によって
キャリアアップと就職活動へとスムーズに移行させ、学生諸君の「夢をカタ
チにする」ようなサポート体制を確立することです。そして最後に、図書館
長としては、図書館を「知の拠点」とするという蓮花学長のプランを実現す
ることです。どうぞよろしくお願いいたします。

4
月
か
ら
帝
塚
山
大
学
第
15
代
学
長
を
拝
命
し

た
蓮
花
一
己
で
す
。新
学
長
と
し
て
の
所
信
を
述
べ

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

帝
塚
山
大
学
が
築
き
上
げ
て
き
た
、
様
々
な
知

的
財
産
や
卒
業
生
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、学
生
た
ち

の
活
力
は
、
他
大
学
と
比
べ
て
も
決
し
て
引
け
を

取
り
ま
せ
ん
。
50
年
以
上
に
わ
た
る
大
学
の
歴
史

と
伝
統
に
立
脚
し
、
帝
塚
山
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を

再
構
築
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
教
育
研
究
を
充
実

さ
せ
、特
色
化
を
図
る
こ
と
で
、次
の
50
年
に
向
け

て
の
新
た
な
歴
史
が
始
ま
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
帝
塚
山
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を
再
構
築
す

る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
し
て「
品
格
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
旗
印
に
、「
品
格
の
あ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
」や「
思
い
や
り
の
あ
る
学
生
」と
い

う
特
長
の
実
現
を
図
る
つ
も
り
で
す
。「
品
格
の
あ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
」整
備
の
第
一
歩
と
し
て
、
環
境
面

の
充
実
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
奈
良

の
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
や
豊
か
な
住
環
境
を
活

用
し
つ
つ
、
地
域
環
境
と
共
生
す
る「
環
境
に
優

し
い
大
学
」の
た
め
に
、「
快
適
な
空
間
作
り
」を

進
め
ま
す
。

ま
た
、図
書
館
や
考
古
学
研
究
所
、附
属
博
物
館

等
で
の
展
示
会
等
の
企
画
を
充
実
さ
せ
、大
学
の
知

的
財
産
を
洗
練
さ
れ
た
文
化
的
資
産
と
し
て
学
生

や
市
民
に
提
供
す
る
こ
と
は
、「
知
の
拠
点
」と
し
て

の
大
学
の
重
要
な
社
会
的
貢
献
で
す
。こ
う
し
た
環

境
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、大
学
の
品
格
を

高
め
る
と
い
う
計
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。

本
学
の
重
点
目
標
は「
実
学
教
育
の
実
現
と
地

域
・
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
」で

す
。「
実
学
教
育
」と
は
、単
に
日
常
に
役
立
つ
学
問

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、人
文
・
社
会
・
自
然
科
学

を
含
め
た
実
証
科
学
の
側
面
を
有
し
、現
実
問
題
の

解
決
に
取
り
組
も
う
と
す
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

と
く
に
奈
良
県
を
教
育
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、
本
学
が
提
唱
す
る「
奈
良
学
」を
中
心
に
据

え
た
学
際
的
な
研
究
を
推
進
し
、
日
本
人
の
故
郷

と
し
て
の
奈
良
県
内
の
文
化
資
産
や
観
光
資
源
を

再
発
見
し
、創
造
す
る
取
り
組
み
を
、大
学
と
地
域

が
協
働
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、専

門
的
職
業
人
と
し
て
の
学
生
の
資
質
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
奈
良
お
よ
び
関
西
地
域
の
活
性
化
に

結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
大
学
に
お
け
る
取
り
組
み
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

学
生
が
主
役
の
教
育
実
践

言
う
ま
で
も
な
く
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
大
学
の

「
主
役
」で
す
。
そ
し
て
、
大
学
教
員
は
皆
さ
ん
を

「
知
」の
世
界
へ
と
導
く
専
門
的
ガ
イ
ド
と
言
え
ま

す
。
学
問
の
世
界
は
広
大
で
、
深
遠
で
す
。
学
生
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
足
を
踏
み
入
れ
て
も
、道
に
迷
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
教
員
は
、
山
岳
ガ
イ
ド
の
よ
う

に
、学
生
の
皆
さ
ん
の
装
備
や
歩
き
方
の
基
本
、さ

ら
に
は
ル
ー
ト
の
提
案
や
気
を
付
け
る
点
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
指
導
を
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、帝
塚
山
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、教
員

と
学
生
が
教
育
・
学
習
と
い
う
共
同
作
業
を
行
う

場（
フ
ィ
ー
ル
ド
）で
あ
る
と
、
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
学
生
の
主
体
的
な
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
奈

良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
に
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス「
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
」を

用
意
し
て
い
ま
す
。そ
れ
以
外
に
も
、ラ
ー
ニ
ン
グ・

コ
モ
ン
ズ
や
リ
サ
ー
チ
・
コ
モ
ン
ズ
、学
習
支
援
室

な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
教

員
の
ゼ
ミ
の
ほ
か
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
で
の
発
表

準
備
や
打
ち
合
わ
せ
が
可
能
で
す
し
、
講
義
の
予

習
や
復
習
、
資
格
試
験
対
策
や
就
職
対
策
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
学
長
が
語
る

帝
塚
山
大
学 

「
新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
」
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◆ 副学長ご挨拶 ◆

学長
蓮花 一己（れんげ かずみ）
博士（人間科学）
専門分野：交通心理学、産業心理学

平
成
29
年
4
月
か
ら
、
学
長
、
副
学
長
等
の
大
学
執
行
部
体
制
が
一
新
。

新
執
行
部
の
役
職
者
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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今年度より新たな役職として「学長補佐」を設けることになり、このたび 3 名が就任しました。学長補佐は、専門的知見
に基づき、特定の事項について学長をサポートすることを役割とした役職です。共通教育や国際交流に関する分野の検討は、大西智之 教授（全
学教育開発センター長）が、地域連携や大学連携については、菅万希子 教授（経営学部）が担当します。そして、平成 31 年に向けての現代生活
学部こども学科改組に関わる検討は、勝美芳雄 教授（現代生活学部長）がそれぞれ学長補佐として担当します。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
学
生
が
主
体
の

先
進
的
な
教
育
活
動
を
支
援
し
て
、
専
門
・
共
通

教
育
に
組
み
込
む
こ
と
で「
教
育
の
見
え
る
化
」の

実
現
を
心
が
け
ま
す
。森
磯
吉
初
代
学
長
の「
子
供

や
若
い
人
達
は
学
園
の
宝
」と
い
う
こ
と
ば
は
、学

園
教
育
の
根
本
精
神
で
す
が
、
大
学
に
お
い
て
も

「
学
生
が
主
役
」で
あ
る
こ
と
を
つ
ね
に
念
頭
に
置

い
て
教
育
研
究
を
進
め
ま
す
。

新
学
部
の
設
置

平
成
30
年
度
に
は
、新
た
に
経
済
経
営
学
部
を
設

置
し
ま
す
。
世
界
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
進
み
、社
会

全
体
が
よ
り
複
雑
化
し
て
い
く
中
で
は
、「
経
済
を

理
解
し
た
経
営
」や「
経
営
を
考
え
た
経
済
」が
当

た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
現
代

社
会
で
力
強
く
生
き
抜
く
た
め
に
は
、経
済
学
と
経

営
学
そ
れ
ぞ
れ
の
垣
根
を
超
え
た
双
方
の
専
門
知

識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
を

踏
ま
え
て
、広
範
な
知
識
を
も
と
に
、社
会
の
課
題

を
複
眼
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
高
度
専
門
的
人
材
を

養
成
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
、「
経
済
経

営
学
部
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
平
成
30
年
度
に
文
学
部
文
化
創
造

学
科
を
日
本
文
化
学
科
に
融
合
し
ま
す
。
新
し
い

日
本
文
化
学
科
で
は
、「
歴
史・文
化
財
コ
ー
ス
」「
文

学
・
表
現
コ
ー
ス
」「
文
化
創
造
コ
ー
ス
」と
い
う
三

つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
。学
生
は
各
自
の
関
心

に
合
わ
せ
て
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
ま
す
。
日
本
文

化
学
科
の
特
色
で
あ
る「
教
養
を
生
か
し
た
実
学
」

を
さ
ら
に
強
化
し
た
教
育
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、平
成
31
年
度
に
は
、現
代
生
活
学
部
こ

ど
も
学
科
を
中
心
に
し
た
新
学
部
の
設
置
を
構
想

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
を
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
実
践
力
豊
か
な
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
・
小
学
校
教
諭
を
養
成
す
る
た
め
に
、
こ
ど
も

学
科
の
教
育
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
予
定
で
す
。

学
部
設
置
を
見
据
え
て
4
月
に
は
教
職
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、保
育

士
・
教
員
採
用
各
段
階
で
の
試
験
対
策
、
と
り
わ

け
面
接
対
策
を
重
視
し
た
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、

個
人
面
接
、集
団
討
議
、場
面
指
導
、模
擬
授
業
な

ど
の
様
々
な
試
験
形
態
に
対
応
し
て
、
研
修
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

帝
塚
山
学
園
と
い
う
総
合
学
園
の
利
点
を
生
か

し
て
、
帝
塚
山
幼
稚
園
や
帝
塚
山
小
学
校
で
の
実

習
や
教
員
か
ら
研
修
を
受
け
る
機
会
も
充
実
し
て

い
ま
す
。

就
職
支
援
の
更
な
る
充
実

就
職
実
績
の
面
で
は
、
就
職
率
が
1
0
0
%
に

近
づ
い
て
い
ま
す
の
で
、学
生
本
人
や
保
護
者
の
満

足
度
を
上
げ
、
さ
ら
に
優
れ
た
実
績
内
容
が
求
め

ら
れ
ま
す
。学
生
の
意
欲
を
高
め
、様
々
な
対
策
等

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
の
第
一
が
、専
門

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
就
職
関
連
科
目
を
組
み
込
む
こ

と
で
す
。例
え
ば
、心
理
学
部
で
は
、「
キ
ャ
リ
ア
心

理
学
」「
消
費
者
行
動
論
」の
科
目
が
す
で
に
設
置

さ
れ
、そ
れ
以
外
に
特
別
講
義
で「
キ
ャ
リ
ア
形
成

１・２
」「
S
P
I
対
策
」な
ど
の
科
目
も
用
意
さ
れ

て
お
り
、学
生
に
と
っ
て
は
就
職
へ
の
心
構
え
が
早

期
に
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

取
り
組
み
の
第
二
と
し
て
、
外
部
の
企
業
や
行

政
の
方
々
に
よ
る「
特
別
講
座
」を
複
数
の
学
部
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
経
済
学
部
・
経
営
学
部
で
は
、

「
野
村
證
券
提
供
講
座
」「
近
鉄
グ
ル
ー
プ
提
供
講

座
」「
地
元
優
良
企
業
提
携
講
座
」に
加
え
、「
A
N
A

（
全
日
空
）講
座
」が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、法
学
部

で
は
名
物
講
座
で
あ
る「
警
察
官
実
務
講
座
」や「
特

殊
講
義（
消
防
組
織
と
消
防
実
務
）」が
各
府
県
警

の
警
察
幹
部
や
消
防
官
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、

学
生
た
ち
は
緊
張
感
を
持
っ
て
受
講
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
特
別
講
座
を
通
じ
て
、
金
融
や
行
政
の

成
り
立
ち
や
具
体
的
な
仕
事
の
内
容
、
専
門
職
に

必
要
な
資
質
が
理
解
で
き
、
就
職
試
験
へ
の
準
備

と
し
て
も
貴
重
な
経
験
と
い
え
ま
す
。

取
り
組
み
の
第
三
は
、
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
ネ
ッ
ト
活
用
の
実
践
で
す
。就
職
支
援
の

企
業
の
担
当
者
か
ら
就
職
ナ
ビ
等
の
活
用
方
法
を

実
践
し
て
み
る
だ
け
で
な
く
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
位
置
づ
け
や
具
体
的
な
情
報
収
集
を
学
び
ま
す
。

大
学
で
は「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
取
り
込
ん
で
お
り
、
積
極
的
に
参
加
を
促
し

て
い
ま
す
。

各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み

帝
塚
山
大
学
で
は
、学
生
と
教
員
が
一
緒
に
な
っ

て
、
社
会
的
課
題
に
取
り
組
む「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

学
習
」を
行
っ
て
い
ま
す
。毎
年
2
月
に
は
、『
帝
塚

山
大
学「
実
学
×
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」実
践
学
生
発
表

祭
』を
実
施
し
、
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学

習
」の
教
育
は
、
奈
良
全
体
を
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

と
し
て
、
初
年
次
か
ら
現
場
体
験
型
の
学
習
を
行

い
、実
践
を
通
じ
て
、学
生
が
自
ら
考
え
創
り
上
げ
、

社
会
に
発
信
す
る
力
を
育
て
る
取
り
組
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
諸
君
が
参
画
す
る
各
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
学
生
の
育
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
と
の
連
携
に
よ
る「
奈
良
学
」研
究
や

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

帝
塚
山
大
学
の
新
た
な
歴
史
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
す
。

全学共通教育・
国際交流担当
大西 智之
全学教育開発センター長
初年次教育やキャリ

ア教育を含む共通教育
を4年間の学びの中に

効果的に位置づけることによって社会人力
を養います。また、授業や学内イベント等を
通じて学生の国際意識向上を図るとともに、
多様な外国人留学生受け入れによって国際
交流を活性化します。

地域連携・産学官連携担当
菅 万希子
この度地域連携・産学官連携
担当学長補佐を拝命し、蓮花学
長による「品格ある大学」という
方針の下、本学の有する知の移
転により、豊かで活力に溢れた

地域を産学官連携で共創します。また、その現場へ学
生が参加することにより、学問を基盤とした課題設定
力・解決力を醸成し、優秀な人材として地域に送り出
します。帝塚山大学が地域で存在感をさらにもつこと
に資する活動を行っていきたいと考えております。

現代生活学部
こども学科組織改組担当
勝美 芳雄
現代生活学部 学部長
現代生活学部こども学

科は、平成21年度に設置
され、保育士、幼稚園教諭、

小学校教諭を育ててきました。この間、幼保一体
化や小学校への英語導入など、保育、教育、そし
て子どもを取り巻く状況は大きく変化していま
す。これらに対応できる組織づくりのために、こ
ども学科の改組を進めます。

■ 学長補佐
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特集 Feature Articles 2
経済経営学部が始動、さらに文学部が生まれ変わる

2018年4月、帝塚山大学の学部が変わります

ビジネスの現場では「経済」と「経営」を別々に考えていません。さらにこれからはますますヒト・モノ・カネのグローバル化が進み、
ビジネスの変革に対応するには、「経済」「経営」の知識、英語力、そして自分の得意分野を持つこと
が大切です。これからの社会で活躍し続ける人材を育成するために、「経済経営学部」を開設します。

「歴史・文化財」「文学・表現」の2 コースに、「文化創造」コースを新たに加え、「日本文化学科」が3 コースにパワーアップします。
日本文化の幅広い領域の中から、興味・関心に合わせて科目を自由に選択して学ぶことができます。将来の進路やスキルアップに
も対応したプログラムを導入し、高い専門知識と優れた技能や資格を社会で生かせる人材を育てます。

経済経営学部長（就任予定）　熊谷 礼子 教授

　社会が多様化・複雑化する中で、「経済」と「経営」の垣根自体が低くなってきています。ビジネスの変革へ柔軟に対
応し、活躍できる人材を輩出したいと考え、「経済学部」と「経営学部」は融合することとなりました。両学部が大切にし
てきた「少人数制」や「プロジェクト型の教育」はそのままに、新たに設置する「経済経営学部」では、進路に応じて「経
済学」と「経営学」を適切に学べるプログラムと、これまで両学部が大切にしてきた「少人数制」や「プロジェクト型」の
学習法で、現代社会に欠かせない複眼的視点を有した「将来にわたって活躍できるビジネスパーソン」を育てます。

文学部長　清水 昭博 教授

　2018年、文学部は生まれ変わります。これまでの「歴史・文化財」、「文学・表現」コースに「文化創造」コースが
加わります。また、専門家をめざすための資格取得や専門知識を高めてスキル向上をめざすための6つのプログラ
ムを導入します。新しい文学部は、日本文化を広く学びたい人にも、深く学びたい人にも満足してもらえるように
パワーアップします。

経済経営学部始動！

文学部が生まれ変わる！

❶ 企業人・政府機関・自治体による「実学講座」
業界の実情を業界人・専門家から学ぶことで、将来の進路を現実に近づけます。
野村證券提供講座　近鉄グループ提供講座　地元優良企業提携講座　ANA（全日空）講座　など

❷ コミュニケーションのための英語塾を開講
「留学しないと英会話能力は身につかない」
そんなことはありません。高校までとは全く異なる学びの環境で、「話せる」「伝わる」英語を習得します。

❸ 希望の進路実現のため、“徹底サポート”

❶ 「教養を生かした実学」を
　 展開する 3 コース

❷ 将来の進路スキルアップに対応したプログラム

「歴史・文化財」コース
歴史学・考古学
美術史・民俗学

「文学・表現」コース
日本語学・近現代文学

古典文学・演劇

「文化創造」コース
地域文化・文化発信

経 済

教 養

経 営

ビジネスの「言語」としての
IT・簿記・外国語

1
キャリア
デザイン
プログラム

2
キャリアセンターによる
学生一人ひとりに合わせた
キャリアサポート

2年次
広い視野を
身につけ、
自分を磨く

3年次
準備を整え、
就職活動を
始める

4年次
社会人として
必要な能力を
身につける

1年次
自分と向き合い、
目標を立てる

文化財
プロフェッショナル

プログラム

中学校・高等学校
国語・社会

教員プログラム

日本語教員養成
プログラム

創作文芸・出版
プログラム

 古文書・古典籍
プログラム

書道
プログラム
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現
在
、
三
郷
町
役
場
の
福
祉
政
策
課
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
障
害
者
福
祉
・
児
童
福
祉
・
生
活
保
護
等

を
主
な
業
務
と
す
る
課
で
、「
児
童
手
当
」「
児
童
扶

養
手
当
」「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」、
ま
た「
身
体
障

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
」の
交
付
の
申
請
受
付
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
入
庁
当
初
か
ら
担
当
し
て
い

る
業
務
で
、
住
民
の
方
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
要
望

を
よ
く
理
解
し
汲
み
取
り
な
が
ら
窓
口
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
ス
ム
ー
ズ
に
業
務
を
こ
な
せ
る

部
分
が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
決
め
ら
れ
た

範
囲
の
な
か
で
住
民
の
方
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
も
の

で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
と
し
て
い
る
の
は
、「
視
野
」

を
広
げ
る
こ
と
で
す
。
福
祉
政
策
課
の
業
務

は
幅
広
く
、
私
の
担
当
業
務
も
、「
保
育
園
」

や「
児
童
虐
待
」、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

等
と
関
連
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の

で
、
他
の
業
務
の
知
識
も
あ
る
程
度
身
に
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま

だ
視
野
が
狭
く
担
当
業
務
と
他
の
業
務
の

関
連
性
を
把
握
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
先
輩
方
や
上

司
と
協
議
を
重
ね
る
場
を
増
や
す
よ
う
に

し
、
そ
の
中
か
ら
担
当
業
務
と
そ
の
他
の
業

務
と
の
関
連
性
を
見
出
せ
る
よ
う
努
力
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
に
臨
む
後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
に
根
付
き
、
地
域
を
発
展
さ
せ
、
住
民
の
方

た
ち
の
た
め
に
幅
広
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

の
が
行
政
の
仕
事
で
す
。
そ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
苦
し

い
こ
と
や
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
人
の
役
に

立
て
た
こ
と
が
肌
で
感
じ
ら
れ
る
仕
事
の
一
つ
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
目
標
を
も
っ
て

就
職
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、是
非
行
政
の
仕
事
に
も
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
様
子
を
覗
き
に
来
て
く
だ
さ
い
！
特
に
、
我
が

三
郷
町
は
皆
さ
ん
の
訪
問
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

羽
曳
野
市
立
古
市
小
学
校
へ
着
任
し
2
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
3
年
生
の
ク
ラ
ス
担
任
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
2
年
生
か
ら
の
持
ち
上
が
り
と

な
っ
た
た
め
、
こ
の
4
月
か
ら
顔
な
じ
み
の
子
ど
も

た
ち
と
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
担
任
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
ク
ラ
ス
は
、
3
年
進
級
時
に
統
合
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
児
童
数
が
前
年
よ
り
増

え
た
こ
と
も
あ
り
、
新
学
期
当
初
は
時
間
に

追
わ
れ
る
毎
日
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
も

私
自
身
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
落

ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
校
務
分
掌
は
生
活
指

導
部
に
属
し
、
学
校
内
の
ル
ー
ル
整
備
や
生

活
指
導
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

私
の
大
学
時
代
の
目
標
は
、
教
員
採
用
試

験
に
合
格
し
て
先
生
に
な
る
こ
と
で
し
た
。

小
学
校
教
諭
と
な
っ
た
今
、
こ
れ
か
ら
の
目

標
が
3
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

ク
ラ
ス
づ
く
り
を
す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、

先
輩
の
先
生
方
か
ら
見
て
聞
い
て
学
び
続

け
、
教
育
の
ス
キ
ル
を
上
げ
る
こ
と
。
三
つ

目
は
、
仕
事
を
早
く
正
確
に
こ
な
す
こ
と
で

す
。
こ
れ
ら
新
た
な
目
標
を
持
ち
、
校
内
の

教
員
に
よ
る
検
討
会
で
も
学
習
を
継
続
し
、

今
後
も
社
会
人
と
し
て
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

就
職
活
動
に
臨
む
後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

就
職
活
動
に
臨
む
後
輩
の
皆
さ
ん
、
自
分
を
信
じ

て
前
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
私
は
教
員
採
用
試
験

を
受
け
る
に
あ
た
り
、
本
当
に
合
格
す
る
の
か
な
…

と
思
い
悩
み
、
自
信
を
無
く
し
て
い
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
私
に
自
信
を
与
え
て
く
れ
た

の
は
、
家
族
や
共
に
戦
う
仲
間
、
周
り
で
支
え
て
く

れ
た
多
く
の
方
々
で
す
。
そ
し
て
、
帝
塚
山
大
学
の

先
生
方
の
温
か
く
手
厚
い
ご
指
導
で
す
。
就
職
活

動
中
は
色
々
な
こ
と
で
悩
む
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
で
も
決
し
て
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

Introducing our graduates
卒
業
生
紹
介

照海 雄太さん
法政策学部 公共政策学科（現：法学部 法学科） 2013年3月卒業

奈良県生駒郡 三郷町役場 福祉政策課 勤務

松本 彩夏音さん
現代生活学部 こども学科 2016年3月卒業

羽曳野市立 古市小学校 勤務
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現代生活学部 こども学科
教職支援センター開設

2017年 4月、こども学科に教職支援センターが開設されました。教職支援センター
では、面接対策、集団討議、場面指導、小論文対策などを行い、小学校教諭、幼稚園教諭、
保育士を志す学生たちの夢の実現を支援しています。4年生は本番さながらのスーツ姿
で熱心に面接対策などの練習に臨んでいます。これからも併設の小学校や幼稚園の現
場の先生などの力強い応援を得て、さらに徹底した支援を行っていきます。

経済学部 経済学科
経済学部生のキャリア支援と就職活動

経済学部では、1年
次からキャリア支援の
取り組みを開始してい
ますが、メインは3年
生と4年生です。3年
生は、5月の「経済学部
生のためのキャリア講
座」から始まり、月に1
回程度の合同授業を通
じて就職活動を進めて
いきます。また、全員が

同じSPIのテキストを購入し、演習ゼミでの研究の合間に取り組んで
います。4年生には、キャリアセンターと連携しながら、学内企業説明
会に合わせて合同演習を行うなど、その時々に必要なサポートを提供
しています。このような取り組みと、学生の頑張りが、良い就職内定率
につながっています。

経営学部 経営学科
基礎演習Ⅰで「図書館ワーク」に取り組みました！

1 年生の基礎演習Ⅰは 8 ク
ラス開講しており、この授業を
履修する 139 名の学生が「図
書館ワーク」に取り組みまし
た。この授業では、書籍検索の
仕方をマスターするのだけで
はなく、実際に書籍を手にし、
その内容に関する質問を解く
ことにより、書籍に対する関心
を高めてもらうことが目標の
一つにあります。授業は 1. 一
般教養クイズ、2. アイスブレイク、3. 図書館を活用したワーク、4. 振り返
りといった 4つのセクションで進められますが、SPI テストの問題や時事
問題にもふれることで、知識面での自分の弱みを確認するとともに、ニュー
スに対する関心を高めることも目的としており、学生にとって就職活動に
向けた実践的な体験ができる授業となりました。

文学部 日本文化学科
「教養を生かした実学」をめざして学生が
学習成果を発信しています！

日本文化学科では「教
養を生かした実学」をめ
ざして、学生が日本文化
の学習成果をもとに、地
域社会へ文化を発信し
ていく取り組みを行って
います。3月4日、11日
に奈良市西部公民館で
開催された本学と奈良
市生涯学習財団共催の
公開講座「奈良の魅力再

発見─歌舞伎・文楽を通して─」では、3年生が本学所蔵の浮世絵の
解説を担当しました。さらに、6月3日には飛鳥遺跡探訪ツアーで3
年生が遺跡のガイドを行いました。一般の方に日本文化の魅力を伝え
るという場で、学生が試行錯誤しながら実践力を身につけています。

法学部 法学科
​リニューアルした警察官実務講座が始まりました

現職警察官による課外講
座「警察官実務講座」が今年
度も始まりました。これま
でも実際に扱ってきた事件
のことから仕事の辛さやや
りがい、各警察本部が抱え
ている課題に至るまで、実
体験に基づく現職ならでは
のお話をしていただいてき
ました。今年度からは帝塚
山大学が積極的に取り組ん
でいるアクティブ・ラーニ
ングを警察官実務講座にも
取り入れ、現職警察官と近い距離で活発な議論を行いながら、より深く理解
できるようリニューアルしました。​
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心理科学研究科 心理科学専攻
海上交通心理学実習を行います

大学院心理科学研究科では、毎年 8月に海上交通心理学実習を行
います。この実習は、神戸大学大学院海事科学研究科との教育関係
共同利用で、同科附属の連絡船「深江丸」で行われます。神戸大学深
江キャンパスから高松港を往復航行するなかで、海上交通に関する
知識や理論、防災などについて学び、さらにブリッジでの操舵など
も体験します。船上実習と心理学。一見、接点がないことのように
思えますが、学ぶべきことは非常に多いです。

人文科学研究科 日本伝統文化専攻
古代史研究と瓦調査を両立！

博士前期課程１年
の中村杏南さんは、鷺
森浩幸教授の指導の
もとで歴史学の立場
から古代蝦夷を研究
しています。また、学
芸員をめざす中村さ
んは学部時代から本
学附属博物館の資料
整理や展示の手伝い
にも積極的に参加し、
現在は本学が所蔵す
る東アジアの古瓦を
学生が主体となり調
査研究する「TEZU瓦プロジェクト」のリーダーとして学部生を統
括し、瓦の調査を進めています。中村さんのように、古代史と瓦な
ど、多様な学びができるのも日本伝統文化専攻の特徴といえるで
しょう。

文学部 文化創造学科
地域文化の魅力発信のためのスイーツメニューを
考案・販売！

今年度の春の学園祭「あ
かね祭」では、本学科 3年
生の有志が学科での学び
を生かしつつ、地域文化の
魅力発信のためのスイー
ツメニューを考案・販売
しました。今回のメニュー
は、地元奈良の豆腐店から
提供いただいた豆腐をふ
んだんに使ったドーナツ
の上に、あすかルビーのコ
ンポートと西吉野産の桜の塩漬けをあしらった一品で、「はるいろドー
ナツ」と名付けられました。お客様の反応も上々で、地元新聞にも取り
上げられました。

07

現代生活学部 食物栄養学科
本学プロデュースの
「あすかめぐみ」の販売開始

5月1日より、奈良県あすか
村にある3つの売店、あすか夢
の楽市（飛鳥水落遺跡隣）、明日
香の夢市（石舞台の西）、あすか
夢販売所（飛鳥駅前）において、
本学プロデュースのブルーベ
リーグミ「あすかめぐみ」を販売
しています。近年、明日香村で
盛んに栽培されているブルーベ
リーを使い、本学食物栄養学科の稲熊ゼミの学生たちが約1年間かけて試
作を繰り返すとともに、学園祭での試食アンケート調査を実施し、水ようか
んのようなしっかりと食べるグミを開発しました。商品名の「あすかめぐみ」
は、「明日香村産のブルーベリーをふんだんに使うことでアントシアニンの
効果が期待できるグミ」という意味から名付けられました。デザインは、文
化創造学科の河口ゼミが担当しています。ぜひご賞味ください。

09現代生活学部 居住空間デザイン学科
親子教室でこどもの造形体験をサポート

5 月 20 日に、居住空間
デザイン学科の新海俊一
准教授が、本学の子育て
支援センターにて行われ
た「親子教室」で講師を務
めました。本学科からは 4
名の学生がスタッフとし
て参加しました。独特のデ
ザインと、その完成度の確
かさで世界から高い評価
を得ているスイスのおも

ちゃメーカー（naef 社）のつみきを用い、就学前のこどもたちは色々
な形に挑戦しました。保護者の皆さんは、こどもたちにアドバイスしな
がら見守り、共に楽しみました。また最後に各来場者のスナップ写真を
フォトフレームに入れて持ち帰っていただけるよう、撮影やプリントア
ウトの作業も行いました。

08

01

心理学部 心理学科
心理学検定にチャレンジします！

心理学部では、在学生に
「心理学検定（日本心理学
諸学会連合認定）」の受検
を奨励しており、毎年多く
の学生がチャレンジして
います（昨年、一昨年の心
理学検定団体受検者数は
全国第1位になりました）。
また、学習意欲を向上さ
せ、学部での学びの成果を
客観的なものにするため、

3年次は学生全員に心理学検定の受検を指導しています。学生には、こ
れまで身につけてきた知識を存分に発揮してもらいたいと思います。

06

02
帝塚山大学大学院より

7　University Letter no.41



本学心理学部、大学院心理科学研究科の学生たちが県内の小学校で活躍しています。
大学生等による不登校児童生徒支援事業について
平成 27 年度「県内大学生が創る奈良の未来事業」に、

本学心理学部と大学院心理科学研究科の学生たちが、「大
学生ボランティアによる不登校児童生徒支援に関する政
策提言」を行い、奈良県から「優秀賞」に選ばれました。
平成 28 年度より奈良県教育委員会と連携して「大学生
等による不登校児童生徒支援事業」として本格始動して
います。平成29年3月時点で、本学の学生を中心として、
延べ 28 人の大学生ボランティアが県内の小学校 25 校
で活動しています。
この事業の一環として、広く大学生ボランティアの活

動を知ってもらうために、平成 29 年 3 月 4 日に「大学
生ボランティアシンポジウム2017」を開催しました（於：
奈良県文化会館）。当日は、奈良県在住または、県内の大
学に通う大学生・大学院生、小中学校の教職員、保護者
の方など約 90 名にご参加いただきました。

シンポジウムでは、本学心理学部の学生（2年生：亀田凌雅さん、3年生：坂上采花さん、4年生：髙田莉恵さん）が、小学校におけ
るボランティア活動のやりがいやそこから学んだことなどを発表しました。その後のパネルディスカッションのコーディネーターを
心理学部の中地展生准教授が務め、パネラーの 4名（学生代表の亀田凌雅さん／天理市不登校等の親の会「いなほ」の代表者／大学生
ボランティアを受け入れている小学校の教員／教育委員会の指導主事）やフロアとで活発な意見交換を行いました。
また、この事業は、単に大学生がボランティア活動をすることを推進するだけでなく、学生一人ひとりが自らのボランティア経験
をしっかりと生きた学びにつなげていくことを支援することも目的としています。そのため、本学において、活動前の大学生を対象
にして、「大学生ボランティア活動事前研修会」を実施して、子どもの発達の理解や不登校に関する知識、あるいはボランティアとし
て求められるマナーなどを学ぶ機会を設けています。さらに、その後も月 1回、定期的に研修会を実施して、活動の際の困りごとへ
の助言を行ったり、それぞれの活動の工夫を共有したりする支援を行っています。
平成 28 年度の活動は学校現場からも大変好評であり、平成 29 年度は、県内の小学校だけでなく、中学校にも範囲を広げます。大
学生ボランティアは、困っている児童生徒に寄り添いながら、その経験を通して自らも成長していくことをめざします。

学生相談室を設置しています
学生のみなさんがより充実した学生生活を送ることができるよう、帝塚山大学では
学生相談室を設置しています。学生生活上の様々な悩みや問題について、専門のカウ
ンセラー（臨床心理士）がお話をうかがいます。安心して本学で学べるように、継続的
な支援も行っています。相談内容はどんなことでも結構です。気になっていることや
困っていること等、どうぞお気軽にご相談ください。また、保護者からの学生に関する
相談も受け付けています。

■ 開室時間
奈良 ･ 東生駒キャンパス 奈良 ･ 学園前キャンパス

場　所 3 号館 2階 16号館 8･9 階（受付 9階）
時間（月～金） 10：00～ 18：00 9：00～ 17：00

学生生活 TOPICS

パネルディスカッションの様子

自分自身の成長につながる研修会 堂々とした亀田凌雅さんの発表
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From the careers office

就職支援の取り組み

【3 年次生行事について】
実施時期 行 事

７月初旬～ 初回面談
秋頃 個別面談（2回目～）
２月中旬 「学外合同企業説明会の歩き方」講座
２月中旬 学内合同業界研究セミナー
３月 【学外】企業説明会　開始

［行事についての個別説明］

【初回面談：全員必須】
履歴書作成の第一歩となるもので、今までどのようなことに取り組んできたか
について面談しながら聞いていきます。

【「学外合同企業説明会の歩き方」講座】
リクナビ・マイナビなどの情報媒体会社が実施する合同企業説明会を前に、そ
の歩き方を説明します。

【学内合同業界研究セミナー】
学内に本学学生の採用意欲が高い、大手・中堅問わず優良企業が集まり、その
業界の説明をしてくれます。

就職活動には、自己分析・業界研究・企業研究が必要です。就職活動を円滑に
進めることができるかできないかは、3年次生の間にどれだけの準備ができる
かにかかっています。本学では、学生が主役ですが、キャリアセンターと保護
者の方が連携して就職活動に臨むことを推奨しています。

【４年次生行事について】
実施時期 行 事

9 月初旬 学内合同企業説明会
3月初旬 学内合同企業説明会
【10月以降】毎週水曜日 学内個別企業説明会・選考会

［行事についての個別説明］

【学内合同企業説明会】
本学学生の採用意欲が高い、大手・中堅問わず優良企業
が集まり、会社説明を行います。説明会・採用の流れに
乗ることができ、昨年度は就職決定者の５人に１人が参
加企業に決まっています。

【学内個別企業説明会・選考会】
個別企業が説明会・選考会を行います。毎年かなりの数
の内定に結びついています。

【夏以降の 4 年次生の就職活動について】
毎年夏以降も求人がたくさん来ており、多くの学生が「内
定」を獲得しています。夏休みもキャリアセンターは開
室していますので、利用してください。
本学に来ている求人については、「求人NAVI」で見るこ
とができます。春先の状況では昨年の求人数を上回る数
の求人が来ています。
http://www.tezukayama-u.ac.jp/career/employment/
navi_system.html
パスワードは学生に配付しています。

【お問い合せ先】
キャリアセンター

奈良・東生駒キャンパス
Tel  0742-48-9688

奈良・学園前キャンパス
Tel  0742-41-4751

「CAREER NAVI BOOK」
就職活動を理解するための冊子として、
作成しました。キャリアセンターにて配
付しておりますので、ご活用ください。

【保護者向け就職説明会を実施しました】
　今年の末から就職活動を開始する３年次生の保護者の方々への就職説明会を実施しました。当日は95家庭の保護者の方を迎
えて、ナビサイト運営会社による「今時の就職活動」の解説があり、保護者の方の時と今の就職活動の差について理解を求め
ました。また、キャリアセンターから本学の就職活動の支援体制について説明しました。保護者の方々からは「自分たちのとき
の就職活動と全く変わっていたので驚いた」「キャリアセンターの支援の話を聞いて安心した」という感想をいただきました。
　次回は、12月 9日（土）に実施する予定ですので、お子様の就職活動の理解のためにぜひご参加ください。プログラムと
してはキャリアセンターの活用方法の紹介と内定学生によるパネルディスカッション、個別相談を考えています。

就職活動は、学生が主役であることは当然ですが、本学としては保護者の方との関係も重要視し、「学生・保護者の方・大学」という三位一
体の支援を展開しています。現状の報告と秋の就職支援行事を紹介しますので、保護者の皆様には、本学の取り組みをご理解いただき、学生
に積極的にキャリアセンターを活用するようお薦めいただければと思います。

キャリアセンターより

【主な就職先】※日本標準産業分類による� 平成 28年度の就職実績は次のとおりです。【就職内定率】97.9％　【求人件数】29,144 件
【建 設】 【小 売】 【金 融】 【公 務】

大和ハウス工業（株） 全日空商事デューティーフリー（株） （株）南都銀行 大津市役所
セキスイハイム東四国（株） グリコチャネルクリエイト（株） （株）第三銀行 警視庁
（株）一条工務店 P＆Gプレステージ（同） （株）但馬銀行 大阪府警察本部
栗本建設工業（株） イズミヤ（株） （株）イオン銀行 京都府警察本部
日成ビルド工業（株） （株）阪急オアシス 大阪シティ信用金庫 奈良県警察本部
（株）森組 （株）わかさ生活 大阪信用金庫 大阪府栄養教諭

【不動産】 （株）LIXILビバ 奈良信用金庫 大阪府小学校教諭
東急リバブル（株） 愛眼（株） 大和信用金庫 大阪市小学校教諭
日本住宅流通（株） 【飲 食】 大同信用組合 京都府小学校教諭

【製 造】 （株）セブン＆アイ・フードシステムズ のぞみ信用組合 横浜市小学校教諭
東洋シヤッター（株） 【宿 泊】 日本郵便（株） 広島県小学校教諭
（株）Mizkan Sanmi 京阪ホテルズ＆リゾーツ（株） 奈良県農業協同組合 生駒市（幼稚園教諭・保育士）
（株）創味食品 （株）菊水楼 大阪市農業協同組合 御所市（幼稚園教諭・保育士）

【医 療】 【サービス】 日本生命保険（相） 寝屋川市役所（幼稚園教諭・保育士）
奈良市総合医療検査センター 日本郵政（株） 住友生命保険（相） 藤井寺市役所（幼稚園教諭・保育士）

【運 輸】 西尾レントオール（株） 八尾市役所（保育士）
近畿日本鉄道（株） 綜合警備保障（株） 岩出市役所（保育士）

【卸 売】 東海リース（株） 長野県飯田市役所（保育士）
（株）日伝 （株）アイデム
日本食研ホールディングス（株） 小山（株）
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外で買ってきて家庭で食べる “中食 ”をする
人が増えている今、それは子どもたちにも影響
している――

アメリカやイギリスでは、トマトを見てポテト、なすを見て
梨と答える子どもたちがいます。悲しいことにそのような光景
は決して珍しくはありません。食べ物の原形を知らないので
す。食べたいものを自分たちで選べる時代だからこそ、自分た
ちは今、何を食べているのか？なぜ食べるのか？疑問を持ち、
知ることの楽しさを伝えていけたらと、私たちは考えています。
そこで、てづかFarmでは子どもたちに食に興味を持ち学ん
でもらえることを目的として様々な活動を行なっています。
具体的には…
● 帝塚山小学校と合同の収穫体験、バザー出店　● JAならけんによる農業体験教室“あぐりスクール”のお手伝い
● 大学の学園祭にて収穫物を使ったスイーツの出店　他　（昨年度の活動内容です。）
平成29年度 5月現在、現代生活学部食物栄養学科を中心に、こども学科や居住空間デザイン学科学生の約70名が在籍して

おり、今年度から準クラブに昇格しました。 やわらかい雰囲気はそのままに、より一層活動内容を濃いものにしていけたらと思っ
ています。（気になった方は twitter で “@tzkfarm” を検索 ♩）

クラブの畑で採れた野菜を食育に！Pick up!
てづかFarm

児童福祉ボランティアサークル「どれみ♪」は、子どもが参加するイベントを
お手伝いしながら、その中で子どもたちと触れ合う機会を得て活動しています。
主に「こども学科」の学生で組織されているので、みんな子ども好きばかりです。
   「どれみ♪」の活動の中で最大のイベントが「こどもクリスマスフェスタ」です。
これは、部員が子どもたちのために遊びを企画し、大学内に招待して子どもた
ちと触れ合うという企画です。この準備のために部員は夏ごろから準備を始め、
地域の幼稚園にビラ配りも始めます。イベントで、子ども一人ひとりにあった
声かけや子どもを見ることで多くのことを感じ勉強できる機会となり、多くの部員が成長し、将来の夢に向かってより一層頑張ろう
と思える企画です。
また、子どもに行うペープサートや絵本の読み聞かせのイベント活動の準備のために、手遊びの練習をします。これが、将来に向

けての経験や技術を養えるサークルともなっています。子どもたちと触れ合いながら、多くのことを学んでいます！

今年度の水泳サークルは、少人数ながらも、個々のレベルが高い集まりになっていま
す。練習では、サークル内で泳ぎの教え合いなどを行い、日々経験値を積み重ねていま
す。今年の目標は、市大会以上の試合に出て上位入賞をすることです。
練習以外の活動として、毎年、帝塚山小学校で行われるプール授業（５月～７月）のサ

ポートを行っています。また、現代生活学部こども学科の学生に、教員採用試験に向けた
泳法指導なども行っています。部員の中には、スクールコーチの経験者も複数名いるため、
指導の質はかなり高いものになっています。私達、水泳サークルの活躍にご期待ください！

将来子どもと関われる職業をめざして！

みんなで楽しく鍛えています！

児童福祉
ボランティア
どれみ♪

水泳
サークル

奈良・学園前 CAMPUS

奈良・学園前 CAMPUS

奈良・学園前 CAMPUS
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クラブ・サークルを通して、学内外で活躍する帝大生。
学生たちの元気な姿をお届けします。

クラブ・サークル活動

CLUB ACTIVITIES



5月20日～21日に堺市・金岡公園体育館で開催
された『平成29年度 西日本学生春季リーグ戦大会』
2部リーグに、1年生～4年生23名が出場しました。

この大会は軽量級から重量級まで 7階級で戦う、総当たり
リーグ戦（団体戦）です。
初日20日での2試合、関西学院大学戦では接戦を繰り返し

たものの、スコア3-4で敗れましたが、続く関西大学戦では、今
まで相性が良くない相手にスコア5-2と圧勝しました。
2日目の 21 日は、常にライバル対決となる天理大学にス
コア 5-2 と勝利を収め、最終戦となる桃山学院大学戦に臨
みました。長年苦杯をなめ続けた相手でしたが、第一試合の
125kg 級竹内亮亘選手（経済学部 4年）が勝利を飾ると、第
二試合 74kg 級では、ルーキー喜多佳佑選手（法学部 1年）が
難敵に勝利し、第三試合57kg級の小寺雄大選手（法学部2年）
の勝利でチーム 3連勝となり、流れを掴みました。スコア 3-3 で迎えた最終試合、86kg 級島田樹選手（法学部 2年）が混戦
を制しフォール勝ちを収め、スコア 4-3 で対桃山学院大学戦において創部以来初の勝利を収めました。
試合結果は 3勝 1敗で、帝塚山大学、関西大学、関西学院大学の上位 3大学が勝率で並びましたが、チーム勝利数の差で、
本学は準優勝となり、あと一歩で優勝を逃し、1部リーグ昇格も持ち越しとなりました。なお、2部リーグ準優勝校から選出
される優秀選手賞「井川杯」は、竹内亮亘選手（経済学部 4年）が受賞しました。
個人競技でありながらの今回の団体戦に向け、事前に準備を整えていました。それは本学心理学部で取り組んでいる『アド
ベンチャーカウンセリング』の実施。2月にマネージャーも含め全部員が集まりコミュニケーションの取り方から仲間との
協力を通じてチームワークを高めていきました。この活動を通して個人やグループの達成感、協力関係の大切さを体験した
ことが今回の好成績にもつながったのでしょう。
12月に行われる秋季リーグ戦では、もう一歩前進し、念願の 1部リーグ昇格を勝ち取りにいきます。
皆様のご声援、よろしくお願いいたします！

優勝目前！ ２部リーグ準優勝『西日本学生春季リーグ戦』Pick up!
レスリング部

奈良・東生駒 CAMPUS

私たちサッカー部は 1年生が主体となり、本年度
久々に試合の出来るメンバーが集まり基本練習を中
心に毎週月・水・土曜日に活動しています。
6月 3日から 4日間、初大会に参加してきました。
大和高原のボスコヴィラにて関西の大学が多数集
まり練習試合を行いました。結果は 2勝 2敗でまず
まずの成績でした。この大会でチームの優れている
点、不足している点を再認識できたことと、他のチー
ムとのコミュニケーションも取れたことで有益な合
宿でした。
本年度は、練習試合を多くこなし経験を重ね次年度
以降リーグ戦に参加しうるチームを作っていくこと
が当面の目標です。
新しく活動しだしたサッカー部への熱い応援のほ
どよろしくお願いします！

私たち放送研究会はキャンパス・学部学科関係なく
様々な学生が集まっています。ラジオ局の外部指導者
の丁寧な指導と充実した環境の下で「学生だけで学生
によるみんなのための番組づくり」をコンセプトにして
います。現在の主な活動は、校内放送や、ならどっとFM
において「帝塚山大学トラブルメーカー」を収録・放送す
ること（ならどっとFMにて毎週金曜日19：30～絶賛放
送中！）「帝塚山大学トラブルメーカー」は、帝塚山大学
放送研究会がお届けする、情報バラエティ番組です。学
生による、学生だけの、学生らしいラジオ番組制作を心
がけています。番組内容は学生同士で日常の出来事な
どフリートークをしたり、ラジオパーソナリティの趣味
をモチーフにしたコーナーなどを設けています。
是非一度、ラジオを、ならどっとFM（78.4mhz）にあ

わせお聴きください。放送を聴けば、大学へ訪れたくなる
こと間違いなしです！皆様からのお便りや曲のリクエスト
などを随時、募集しております！！

新生 帝塚山大学 サッカー部 奈良全域でON AIRサッカー部 放送研究会

奈良・東生駒 CAMPUS

奈良・東生駒 CAMPUS
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【経済学部】「プロジェクト演習（地域政策）」の履修生が、
ベルテラスいこま（生駒駅北口広場）で開催されたイベントに参加しました。

経済学部では 2014 年 6月より、奈良県生駒市で育児サークル支援、
リーダー育成を行っている非営利ボランティアグループ「いこま育児
ネット」との協働で親子広場「つなげてあそぼう プラレールひろば」とい
う子ども向けの催しを定期的に開催してきました。
本年は、これまで3月30日、4月2日、28日、29日、5月25日、6月
4日の計6回開催しました。
4月 29日と6月 4日には、経済学部のプロジェクト演習（地域政策）

〔担当：髙橋泰秀教授・橋本理博講師〕を履修する学生約20名が催しの
運営に参画しました。
たくさんの親子連れが来場する中、学生たちは、プラレールのレイア

ウトを作ったり、子どもたちと一緒に遊んだりと、自分たちも楽しみなが
ら催しに取り組みました。

【食物栄養学科】帝塚山幼稚園と一緒に、食育活動を行っています。
「作って食べよう！きらきら七夕ゼリー」を開催しました。

食物栄養学科の学生が、帝塚山幼稚園と一緒に行っている食育活動
「作って食べよう！」シリーズの一環として、6月29日に帝塚山幼稚園で
食育活動を行いました。今回は年長クラスのこすもす組・たんぽぽ組の園
児に、「きらきら七夕ゼリー」作りに挑戦してもらいました。
オリジナル紙芝居「寒天ってなあに？」で寒天を紹介した後、学生が作っ

た寒天ゼリーを、星の形に抜いて器にいれます。天の川の星に見立てたフ
ルーツと一緒に、シロップに浮かせてできあがり。
子ども達は上手に型を使い、たくさんのきらきら星ができあがりました。

ゼリーをほおばりながら、「好きな色はこっちのゼリー！」「おっきい星を
もっといれて！」など学生とも楽しい会話がはずみました。
帝塚山幼稚園とは学生が企画する「食育」を、年間を通して行っていま

す。本年度からは月に2～3回、学生が考えた給食献立を取り入れていた
だき、食べ物や栄養のお話を給食の時間に実施しています。

子どもたちと触れ合う学生たち

寒天を星型で抜きます、大小さまざまな星が沢山できました

各種連携 最新の取り組み

レールの敷き方をアドバイス

紙芝居で寒天を紹介

大勢の親子連れが来場されました

完成！お友達とみんなで、いただきました
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文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
の
学
生
た
ち

が「
福
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
研
究
成
果

に
基
づ
い
て
、
帝
塚
山
小
学
校
の
社
会
科

の
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

  

「
福
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、
永
井
清

繁
氏
が
天
理
市
福
住
の
暮
ら
し
を
描
い
た

画
帳
に
つ
い
て
、
本
学
日
本
文
化
学
科
・

高
田
照
世
准
教
授（
民
俗
学
）
の
指
導
の

も
と
、
民
俗
学
ゼ
ミ
の
学
生
や
大
学
院
生

た
ち
が
調
査
を
重
ね
、
展
示
や
文
化
財
講

演
会
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
永
井
清
繁
氏

の
ひ
孫
に
あ
た
る
品
川
恵
里
さ
ん（
本
学

日
本
文
化
学
科
卒
業
生
）が
3
年
生
の
と

き
に
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
大
学
で
紹
介
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
何
度
も
現
地
に
足
を
運
ん

で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
永
井
清

繁
氏
の
音
声
の
テ
ー
プ
起
こ
し
に
も
取

り
組
ん
で
、
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
の
最
初
の
大
き
な
発
表
の
場

と
な
っ
た
の
が
、
天
理
市
文
化
セ
ン
タ
ー

「
平
成
27
年
度
冬
の
文
化
財
展
」
第
Ⅱ
部

「
永
井
清
繁
氏
の
画
帳　

福
住
の
く
ら
し

─
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
─
」（
平
成
28
年
2
月
6
日
〜
3
月
6

日
）で
し
た
。
学
生
た
ち
は
展
示
の
準
備
・

設
営
を
行
い
、
文
化
財
講
演
会
で
は
、「
福

住
の
く
ら
し
」の
民
俗
事
例
に
つ
い
て
の

説
明
を
担
当
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
域

と
連
携
し
た
丁
寧
な
取
り
組
み
は
高
く
評

価
さ
れ
、「
福
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
平
成

27
年
度
の
学
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
代
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
学
生
の
多
く
が
卒
業
し
、
平
成
28
年
度

か
ら
は
3
年
生（
現
4
年
生
）
が
中
心
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。
現
地
で
の
調
査
を
重
ね
、

福
住
の
伝
統
行
事
や
慣
習
に
つ
い
て
研
究

を
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
文
化
学
科
で
は「
教
養
を
生
か
し

た
実
学
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、
研
究
成
果

を
生
か
し
た
地
域
社
会
へ
の
発
信
に
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

う
し
た
取
り
組
み
を
牽
引
す
る「
福
住
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
学
生
た
ち
は
、
本
学
園

の「
学
園
内
教
育
連
携
」の
一
環
と
し
て
、

平
成
29
年
2
月
17
日
に
、
帝
塚
山
小
学
校

3
年
生
の
社
会
科
の
授
業
を
担
当
し
ま

し
た
。
日
本
文
化
学
科
の
学
生
14
名
と
人

文
科
学
研
究
科
の
大
学
院
生
3
名
が
、
小

学
3
年
生
84
名
を
対
象
に
、「
福
住
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
研
究
成
果
を
生
か
し
て
、

「
昔
の
道
具
と
人
び
と
の
く
ら
し
」
を
解

説
し
ま
し
た
。

画
帳
の
画
像
を
中
心
と
し
た
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
、
本
学
所
蔵
の
民

具
な
ど
も
用
い
て
、「
お
正
月
」「
け
っ
こ
ん

式
」「
お
月
見
」「
虫
送
り
」な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
、小
学
生
に

わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
と
、
ク
イ

ズ
形
式
に
し
た
り
、
農
耕
機
具
の
実
演
で

は
牛
役
の
学
生
を
登
場
さ
せ
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、

84
名
全
員
分
の
ぞ
う
り
を
編
み
込
ん
で
き

て
、
小
学
生
に
最
後
の
仕
上
げ
を
実
際
に

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
当
日
は「
福
住

い
に
し
え
会
」の
岡
田
忠
弘
会
長
も
福
住

町
に
伝
わ
る
縄
縫
い（
さ
ん
ば
い
こ
作
り
）

を
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

後
日
、
帝
塚
山
小
学
校
か
ら
授
業
の
感

想
を
つ
づ
っ
た
日
記
の
写
し
が
届
け
ら
れ
、

「
ク
イ
ズ
も
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
」「
大
学

生
は
す
ご
く
物
知
り
で
か
っ
こ
い
い
な
と

思
っ
た
」「
昨
日
か
ら
重
た
い
道
具
を
運
ん

で
き
て
く
れ
た
と
知
っ
て
感
謝
し
て
い
ま

す
」と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
に
、
学
生
た
ち
も

達
成
感
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
平

成
28
年
度
も
学
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

「
福
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
2
年
連
続
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
大

き
な
自
信
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

民
俗
学
ゼ
ミ
を
中
心
と
す
る「
福
住
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
開
始
し
た
帝
塚
山
小
学

校
で
の
出
前
授
業
に
つ
い
て
は
、
中
世
史

ゼ
ミ
の
学
生
な
ど
も
参
加
す
る
形
で
、
今

年
度
も
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

1 �ぞうり作りを学生が指導
2 �クイズに参加してもらいながら進行
3 �コモ編みを指導

1

農耕機具の実演をまじえて解説

日本文化学科の学生が帝塚山小学校で出前授業を行いました

2

3

Close-up NEWS
クローズアップニュース
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 books

日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
瓦
屋
根

の
風
景
。
そ
の
は
じ
ま
り
の
地
は
奈
良
で

あ
っ
た
。
西
暦
5
8
8
年
の
こ
と
、
日
本

で
最
初
の
本
格
的
寺
院
と
し
て
飛
鳥
寺（
奈

良
県
明
日
香
村
）が
建
立
さ
れ
た
と
き
、朝

鮮
半
島
の
百
済
か
ら
き
た
瓦
づ
く
り
の
技

術
者
に
よ
っ
て
瓦
が
つ
く
ら
れ
、
屋
根
に

葺
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

瓦
づ
く
り
の
技
術
は
飛
鳥
時
代
に
全
国

各
地
に
寺
院
が
建
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、

仏
教
建
築
の
一
要
素
と
し
て
普
及
し
た
。

ま
た
、瓦
の
利
用
は
そ
の
後
、寺
院
だ
け
で

な
く
、
宮
殿
や
役
所
、
貴
族
や
武
士
の
屋

敷
、
城
郭
、
町
屋
、
庶
民
の
住
宅
へ
と
版
図

日
本
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
る
北
欧
デ

ザ
イ
ン
の
椅
子
と
い
え
ば
こ
の「
Y
チ
ェ

ア
」だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

を
広
げ
、
今
で
は
日
本
中
の
ど
こ
に
行
っ

て
も
瓦
屋
根
の
風
景
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

奈
良
に
は
瓦
づ
く
り
の
伝
統
が
今
も
息

づ
い
て
い
る
。
飛
鳥
時
代

以
降
、寺
社
の
建
造
や
修

理
の
な
か
で
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
奈
良

の
瓦
づ
く
り
の
技
術
は

地
元
奈
良
だ
け
で
な
く
、

明
治
時
代
に
は
じ
ま
る

全
国
各
地
の
国
宝
・
重

要
文
化
財
建
造
物
の
瓦

の
製
造
や
修
理
に
も
活

う
。
背
板
の
形
か
ら
こ
の
様
に
呼
ば
れ
る

が
、本
来
の
名
称
は「
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン

チ
ェ
ア
」と
い
う
。

作
家
は
ハ
ン
ス
・
J
・
ウ
ェ
グ
ナ
ー

（
1
9
1
4 

― 

2
0
0
7
）、「
近
代
北
欧

デ
ザ
イ
ン
の
3
巨
匠
」の
一
人
と
さ
れ
る

デ
ン
マ
ー
ク
の
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ

る
。
生
涯
に
5
0
0
脚
以
上
の
椅
子
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
お
り
、
中
で
も
人
気
の
こ
の

Y
チ
ェ
ア
は
、
中
国
明
代
の
椅
子
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

制
作
当
初
か
ら
現
在
ま
で
売
れ
続
け

て
い
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
理
由
は
、
全
体

の
フ
ォ
ル
ム
や
価
格
、
座
り
や
す
さ
だ
け

で
は
な
い
。
思
わ
ず
手
を
触
れ
た
く
な
る

よ
う
な
温
か
み
の
あ
る
木
の
質
感
と
デ
ィ

テ
ー
ル
が
、
日
常
生
活
の
安
ら
ぎ
を
思
わ

せ
る
特
有
の
情
感
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。

そ
れ
は
デ
ン
マ
ー
ク
伝
統
の
マ
イ
ス
タ
ー

制
度
に
よ
る
家
具
職
人
の
技
術
を
若
い
頃

に
習
得
し
、
そ
こ
を
出
発
点
と
し
た
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ら
で
は
の
手
の
感
性
が
な
せ
る

デ
ザ
イ
ン
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
今
で

も
多
く
の
人
か
ら
家
庭
用
椅
子
と
し
て
支

持
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

日
本
の
瓦
発
祥
の
地
、
奈
良

Y
チ
ェ
ア

（ Y
 C

hair 

）1950

年

文
学
部 

日
本
文
化
学
科 

教
授

清
水 

昭
博

現
代
生
活
学
部 

居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科 

准
教
授

矢
部 

仁
見

奈
良
学  

へ
の
招
待

帝
塚
山
大
学
所
蔵 C

hair G
allery

紹
介

か
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
瓦
発
祥
の
地
、
奈
良
の
優
れ
た
瓦

づ
く
り
の
技
術
が
日
本
の
屋
根
を
支
え
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。奈良の瓦匠・小林章男によって制作された新潟県新発

田城の鯱瓦（復原品、昭和35年、本学所蔵）

小坂 幸三
（文学部 教授）著

アーミッシュとフッタライト
明石書店
￥5,400

奥村 玲香
（全学教育開発センター 准教授）
分担執筆

アメリカの大学に学ぶ
学習支援の手引き
ナカニシヤ出版　￥2,592

伊藤 範子
（帝塚山大学 名誉教授）
分担執筆

文学都市ダブリン 
春風社　￥3,996

清水 昭博
（文学部 教授）訳

東アジアの瓦当文化
帝塚山大学出版会
￥3,888

竹本 亨
（経済学部 教授）分担執筆

まほろばからの地方税の
ありかた提言
奈良県　￥2,808

蓮花 一己
（帝塚山大学 学長）分担執筆

交通心理学 改訂版 
放送大学教育振興会
￥2,808

伊藤 範子
（帝塚山大学 名誉教授）
訳

ブラックウォーター
灯台船
松籟社　￥2,160

清水 益治
（現代生活学部 教授）分担執筆

幼稚園教育要領・保育所保育
指針・幼保連携型認定こども園
教育・保育要領の成立と変遷
萌文書林　￥1,512

（著者名50音順）

石田 慎二
（現代生活学部 准教授）分担執筆

社会福祉 第 5 版
 ミネルヴァ書房
￥1,944
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From the supporters’ association 
後援会だよりー在校生保護者の皆様へー

5 月 20日、奈良・東生駒キャンパス 6号館において、平成 29年度帝塚山大学後援会総
会が開催されました。大学後援会は、学術の研究、学生教育の援助、また会員、教職員、学
生相互の親睦を図ることを目的とした組織であり、在学生の保護者の皆様全員で構成いた
だいております。当日は約 150名の保護者の方々が出席されました。
総会の第 1部では、平成 28年度の決算報告の後、平成 29年度役員人事や予算等に関す
る説明が行われ、それぞれ原案どおり承認されました。第 2部では、向井副学長より学生
生活における健康管理や、「実学の帝塚山大学」というスローガンに基づく学生たちの各種
取り組み、多摩大学との大学連携による発表祭等の催しについて報告がありました。引き
続き、牟田口文学部教授から学外見学会で訪れる東大寺についての説明が行われました。
午後からはバスに分乗して東大寺を訪れました。同日に開催された卒業生の保護者の皆
様で組織いただいている、帝塚山大学ファミリークラブの皆様も合流し、グループに分か
れて、文学部の教員らによる解説で二月堂や大仏殿などを巡りました。

大学後援会総会・大学ファミリークラブ総会・学外見学会を開催しました

■保護者の皆様から以下のようなご意見・ご感想をいただきました
   （参加者アンケートより）

・�主体性を持って大学生活を送れば、色々な経験ができる大学であることが分かりました。
・�学外見学会は、奈良の歴史を詳しく解説していただきながら、現地を見学できると
ても興味深い催しで、これからも続けていただきたい。

12月9日（土） 10：00 ～ 11：50
【会場】奈良・東生駒キャンパス
【内容】就職活動におけるキャリアセンター活用法や現4年生による就職活動体験パネルディスカッション「就職活動を振り返って」を
開催する予定です。　※詳細は、後期開講後に改めてご案内させていただきます。

｢3年生保護者対象就職説明会｣の開催を予定しております

本会は、帝塚山大学後援会の協力のもと、学生の修学支援をはじめ、就職支援、生活支援等について、保護者の皆様と教職員が面談等の交
流を行うことにより、大学生活全般について、理解を深めていただくことを目的として開催しています。

10月21日（土）
【会場】奈良・東生駒キャンパス
【対象】文学部、経済学部、経営学部、法学部に所属する学生の保護者

10月22日（日）
【会場】奈良・学園前キャンパス
【対象】心理学部、現代生活学部に所属する学生の保護者

｢保護者教育懇談会｣を開催いたします

内容・タイムスケジュール
  9:30 ～	 受付開始
10:00 ～	 開会・学長挨拶
10:10 ～	 全体会［就職活動に関する特別講演会］
11:40 ～	 学科別説明会および情報交換会［学科の特色説明、アドバイザーとの面談等］
13:00 ～	 昼食［立食形式で、個別相談も行っております］
14:00 ～	 キャンパス見学ツアー［教室やゼミ室のほかにも、学内施設をご案内します］  
14:30	 終了予定
※両日とも同じスケジュールで実施します。
※�お申込みにつきましては、大学より8月にお送りする案内をご覧ください。

向井副学長による大学の近況報告

文学部の教員らによる学外見学会

開会の様子（昨年度）

特別講演会（昨年度）
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▼
4
月
25
日

四
條
畷
学
園
高
等
学
校
と
高
大
連
携
に
関
す
る
協
定

を
締
結

　

相
互
の
教
育
に
係
る
交
流
・
連
携
を
通
じ
て
、
高

校
生
の
視
野
を
広
げ
、
進
路
に
対
す
る
意
識
や
学
習

意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
大
学
の
求
め
る
学
生
像

お
よ
び
教
育
内
容
へ
の
理
解

を
深
め
、
か
つ
高
校
教
育
・

大
学
教
育
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
本
学
と
の
連
携
協
定
高

校
は
、
今
回
で
20
校
目
と
な

り
ま
し
た
。

▼
4
月
28
日

「
学
長
表
彰
」
の
授
賞
式
を
実
施
し
ま
し
た

学
業
や
優
れ
た
活
動
に
よ
り
社
会
的
に
高
い
評
価

を
受
け
る
な
ど
、本
学
の
名
誉
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献

し
た
学
生
ま
た
は
学
生
団
体

が
表
彰
さ
れ
、
表
彰
状
お
よ

び
記
念
品
の
授
与
を
行
い
ま

し
た
。
表
彰
さ
れ
た
学
生
は
、

こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
挑
戦

し
て
い
く
姿
勢
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

▼
5
月
9
日

第
31
回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
で
7
年
連
続
、
全
国

平
均
を
上
回
る
合
格
率
を
達
成

平
成
29
年
3
月
に
本
学
を
卒
業
し
た
現
代
生
活
学

部
食
物
栄
養
学
科
の
91
名
が
受
験
し
、88
名
が
合
格
。

現
役
合
格
率
96
・
7
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

▼
4
月
1
日

第
54
回
帝
塚
山
大
学
入
学
式
、
第
29
回
帝

塚
山
大
学
大
学
院
入
学
式
を
挙
行

奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
学
園
講
堂

に
お
い
て
二
部
制
で
行
わ
れ
、第
一
部
で
文

学
部
、
経
済
学
部
、
経
営
学
部
、
法
学
部
、

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
、
大
学
院
経
済

学
研
究
科
を
、第
二
部
で
心
理
学
部
、現
代

生
活
学
部
、
大
学

院
心
理
科
学
研
究

科
の
入
学
式
を
挙

行
し
、
新
た
な
帝

塚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
メ
ン
バ
ー
を
迎

え
ま
し
た
。

 

▼
4
月
8
日

新
入
生
歓
迎
会
を
開
催
し
ま
し
た

奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

執
行
委
員
会
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

5
0
0
名
を
超
え
る
新
入
生
が
集
ま
り
、

学
生
会
・
ク
ラ
ブ
に
よ
る
活
動
紹
介
や
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。歓
迎
会
終

了
後
は
、
多
く
の

新
入
生
が
興
味
を

持
っ
た
ク
ラ
ブ
の

部
室
を
訪
れ
、
先

輩
の
話
を
熱
心
に

聴
く
な
ど
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
学
生

生
活
へ
の
期
待
感

が
伺
え
ま
し
た
。

 

▼
4
月
8
日

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
で
、
ミ
ス
帝
塚
山
が
一
日

警
察
署
長
に

奈
良
県
警
察「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
お
い
て
、ミ
ス
帝
塚
山
の
腰
山
千
遥
さ
ん（
現

代
生
活
学
部
こ
ど
も
学
科
4
年
）が
一
日
警
察
署
長
を

務
め
ま
し
た
。
奈
良
西
警
察

署
長
か
ら
一
日
警
察
署
長
の

タ
ス
キ
と
委
嘱
状
を
手
渡
さ

れ
、行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

向
け
て
、
飲
酒
運
転
根
絶
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

▼
4
月
15
日

考
古
学
研
究
所
・
附
属
博
物
館
共
催
連
続
講
座

「
蓮
華
の
会
」
を
開
講

帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所
・
附
属
博
物
館
は
、

瓦
や
歴
史
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、市
民
大

学
講
座
と
古
瓦
拓
本
体
験
を
受
講
す
る「
蓮
華
の
会
」

を
立
ち
上
げ
、
第
1
回
の
開

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受

講
者
に
は
今
後
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
遺
跡
探
訪
、
講
演
会

な
ど
で
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
4
月
20
日

「
球
場
を
満
員
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト

産
官
学
連
携「
球
場
を
満
員
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
授
業
が
今
年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
。初
回
の
授

業
で
は
、オ
リ
ッ
ク
ス
野
球
ク
ラ
ブ
株
式
会
社
の
花
木

聡
氏
を
招
き
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
去
の
取
り
組
み

の
概
略
と
成
果
や
、プ
ロ
野
球
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

April

4
月

第11回あかね祭（新入生歓迎会）を開催しました
4月 23日、奈良・学園前キャンパスにおいて、あかね祭（新

入生歓迎会）を開催しました。11回目を迎えた今回のテーマ
は「story ～未来への挑戦～」。訪れる人が幸せな物語を見つけ
られるようにとの願いを込めて、実行委員会の学生が企画に
取り組んできました。当日は好天に恵まれ、学生・教職員・地
域の方々約1300 名の来場者がありました。メインステージ
では、吹奏楽部と合気道部がオープニングを飾り、目玉イベン
トの「吉本お笑いLIVE」には人気芸人が出演しました。他にも、
BINGO大会やダンス、子どもが中に入って遊ぶ「ふわふわバ
ルーン」などがあり、多くの方にお楽しみいただきました。ま
た、学生による模擬店や展示も賑わいを見せました。同時開催
された帝塚山短大ホームカミングデーには、多くの卒業生が
訪れ、キャンパスが大盛り上がりの一日でした。

   

M
ay

5
月
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▪第5回帝塚山大学「実学×プロジェクト」実践学生発表祭を開催
2月18日、奈良・東生駒キャンパスにおいて、第5回 帝塚山大学「実学×プロジェクト」

実践学生発表祭を開催しました。日頃の研究成果を発表し、学生相互に活発に議論しあい、
より学びを深めていくことを目的としたもので、本学学部生・大学院生の発表に加え、学
術交流に関する包括協定を締結している多摩大学（東京）と、高大連携に関する協定を締
結している奈良県立奈良情報商業高等学校による招待発表がありました。
各チームが多岐にわたる発表を行い、本学と多摩大学が地（知）の拠点として積極的に
取り組んでいる状況がみられました。発表後の質疑応答においては、教職員・学生から積
極的に質問・意見が出され、発表者はそれに真摯に答え、常に会場は熱気にあふれていま
した。
終了後に行われた懇親会では、産学連携によって本学学生が開発に携わった「帝塚山タ

ルト」「大和ベジサイダーあかね・まな」を試食・試飲するなど、参加者同士が発表に関し
て意見交換を行い、友好を深める様子がみられました。

多摩大学との大学連携による各種取り組み紹介

▼
6
月
11
日

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、5
0
0

名
を
超
え
る
高
校
生
や
保
護
者
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。「
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ダ

ン
ス
」や「
入
試
説
明
会
」は

会
場
が
満
席
と
な
る
盛
況
ぶ

り
と
な
り
、「
先
輩
と
ト
ー
ク

DE
カ
フ
ェ
」や「
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学
ツ
ア
ー
」で
は
、
高
校
生

と
在
学
生
が
楽
し
く
談
笑
す

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

▼
6
月
23
日

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
と
地
方
創
生
に
か
か

る
産
学
連
携
の
協
力
推
進
で
覚
書
を
締
結

相
互
に
協
力
し
て
地
域
の
産
学
連
携
を
推
進
し
、地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、株
式

会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
と

覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。奈
良

県
の
大
学
で
は
初
め
て
と
な
る

締
結
式
で
は
、日
本
政
策
金
融

公
庫
奈
良
支
店
の
上
村
誠
支

店
長
と
蓮
花
一
己
本
学
学
長

が
協
定
書
に
押
印
し
ま
し
た
。

6
月
29
日
～
7
月
2
日

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
西
日
本
イ
ン
カ
レ
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

広
島
県
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
43
回
西
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
学
女
子
選
手
権
大
会
に
お
い

て
、
見
事
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
、
1
勝
1

敗
の
成
績
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

▼
5
月
29
日
～
6
月
2
日

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
に
合
わ
せ
学
内
で
禁

煙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
に
あ
ら
た
め

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、学
生
と
教

職
員
に
よ
る
禁
煙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
肺

年
齢
測
定
や
禁
煙
相
談
な
ど
を
行
い
、
訪

れ
た
学
生
に
禁
煙

あ
め
を
配
付
し
ま

し
た
。
ま
た
、
保
健

師
の
方
を
招
き
、

参
加
者
の
呼
気
中

の
一
酸
化
炭
素
の

測
定
や
、
禁
煙
指

導
も
行
い
ま
し
た
。

 

▼
6
月
2
日

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
つ
な
ぐ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催

奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

本
学
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
神
澤

創
教
授（
心
理
学
部
心
理
学
科
）
が
、
心

理
学
の
立
場
か
ら

「
こ
こ
ろ
」
と「
か

ら
だ
」
の
関
係
に

つ
い
て
講
演
し
、

太
極
拳
を
ベ
ー
ス

と
し
た
体
操
を
30

名
の
参
加
者
と
行

い
ま
し
た
。

June

6
月

質疑応答の様子

地元企業の方々による特別講義の様子

▪多摩大学と「地域アクティブラーニング」を開講しました
本学経営学部で開設する「特殊講義（地域アクティブラーニング）」〔担当：日置慎治教授・

冨田新准教授〕は、学術交流に関する包括協定を締結している多摩大学との連携協定に基
づき共同開発し、共同実施する授業です。
今年は、経営学部の学生４名が多摩大学の学生たちと共に7月9日から11日までの3

日間の日程で三重県を訪れ、三重県の中堅企業および観光振興の現場を訪問し、ヒアリン
グを行うことで、地域中堅企業から地方創生のあり方、国内産業のあり方および自分自身の
キャリア形成のあり方について自主的な研究を行いました。
今年の授業では、Facebookを活用し、学習成果の確認と相互学習を目的として毎日1回

以上、Facebookに写真と感想の投稿を義務付けるなど特徴的な授業となりました。有力企
業への訪問とヒアリング、地域観光資源の発掘、積極的な地域の方々との交流を中心とした
フィールドワークを実施し、学生たちは、首都圏以外での活躍の選択肢を含め、地域産業や
キャリア形成に関する視野を広げることができたようです。
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INFORMATION&

EVENT NEWS

 August-December

お知らせ・
イベントニュース

夏季一斉休業のお知らせ
帝塚山大学は、8月11日（金）〜8月17日（木）まで、夏季一斉休業期
間となっています。お電話、メール等のお問い合せにはお応えできませ
んので、あらかじめご了承ください。メールやホームページからのお問
い合せに対しては、一斉休業終了後に順次対応させていただきます。

織物講座 第一期生募集

　社会人の学び直しの一環として、織物に関る歴史や奈良の伝統産
業である「奈良晒」や「大和機」の知識を深めるとともに、本学所蔵の
「織機」を実際に用いて複数の織物技術を習得し、奈良の地域振興の
活性化に貢献する人材を育成することを目的とした織物講座を開講
します。講座修了者には、学校教育法第105条に基づく履修証明書
「帝塚山大学織物マイスター初級」を発行します。
講師：植村 和代（帝塚山大学名誉教授）
	 澤田 絹子（元帝塚山大学非常勤講師）
定員：選考16名（書類審査・面接による選考）
会場：奈良・学園前キャンパス　授業方法：講義および実習
開催期間：平成29年10月3日（火）～平成30年1月17日（水）
受講料：15万円（税込、教材費含む）　出願期間：9月1日（金）まで
申込方法等の詳細は本学HP（http://www.tezukayama-u.ac.jp/）を
ご確認ください。

【お問い合せ先】
帝塚山大学 総務課 織物講座事務局

Tel  0742-41-4716（月～金 9時～17時）　 Fax  0742-41-4717

Public lecture

公開講座

【お問い合せ先】
帝塚山大学考古学研究所・附属博物館
〒631-8501 奈良市帝塚山7-1-1

Tel  0742-48-9700　 Fax  0742-48-8783
考古学研究所 :http://www.tezukayama-u.ac.jp/social/institute/arch/

 arch@tezukayama-u.ac.jp

【お問い合せ先】帝塚山大学 奈良学総合文化研究所
〒631-8501 奈良市帝塚山7-1-1

Tel  0742-48-8842（火・木・金 9時～17時）

帝塚山大学奈良学総合文化研究所
奈良学への招待XⅥ「大和の地と人」�申込不要  聴講無料

第1回　10月28日（土）10：30 ～ 12：00
演題  筒井定次と伊賀上野城下町 
講師：渡辺 康代（帝塚山大学文学部非常勤講師）

第2回　11月4日（土）10：30 ～ 12：00
演題  古代の大和における馬飼と牧
講師：鷺森 浩幸（帝塚山大学文学部教授）

第3回　11月11日（土）10：30 ～ 12：00
演題  五條市からみる近世史（仮題）
講師：岩井 洋（帝塚山大学文学部教授）

第4回　11月25日（土）10：30 ～ 12：00
演題  奈良と能二題
講師：恵阪 悟（帝塚山大学文学部講師）

定員：各回100名　会場：奈良・東生駒キャンパス1号館1301教室

第29回特別展示
「ANIMAL KAWARA ～瓦のなかの動物たち～」
　本学附属博物館では、日本をはじめ
とした東アジア各地の古瓦約7,500
点を所蔵しています。今回の特別展
示では古代の人々が瓦に造形した個
性あふれる動物たちを紹介します。

［期 間］11/18（土）～12/23（土・祝）
［開館時間］9:30～ 16:30
［入 場 料］無料
［休 館 日］日曜・祝日
	 ※11/19（日）・12/23（土・祝）は開館、11/20（月）・23（木・祝）は休館

［展示解説］11/18（土）・12/2（土）11:00～
	 12/9（土）15:45～（公開講座終了後）

第11回企画展示  
「仏教美術のススメⅠ～仏像のひみつ～」
　本学が所蔵する仏教美術の中から仏像を取
り上げ、込められた願いや作風の特徴、篤い信
仰の下に修理されてきた歴史などを紹介しま
す。仏教美術に対する興味や関心、文化財を守
り伝える心を持つきっかけにしていただきた
いと思います。

［期 間］10/2（月）～11/3（金・祝）
［開館時間］9:30～16:30
［入 場 料］無料
［休 館 日］日曜・祝日
	 ※10/9（月・祝）・11/3（金・祝）は開館

［展示解説］10/14（土）・28（土）
	 15:45～16:15
	 10/17（火）13:30～14:00

Museum Announcements

博物館からのお知らせ

帝塚山大学考古学研究所・附属博物館共催
市民大学講座� 申込不要  聴講無料

第390回	 10月14日（土）14：00 〜 15：30
	 近江の仏教美術と博物館
	 講師：和澄 浩介氏（滋賀県立近代美術館学芸員）
第391回	 10月28日（土）14：00 〜 15：30�
	 狙われる仏像－仏像盗難被害の現状と対策－
	 講師：大河内 智之氏（和歌山県立博物館主査学芸員）
第392回	 11月11日（土）14：00 〜 15：30� 要申込

	 市民大学ウォーク⑥
	 金剛山麓の古代寺院を歩く
	 講師：清水 昭博（帝塚山大学考古学研究所長・附属博物館長）
	 会場：奈良県御所市地域　定員：抽選30名

第393回	 11月25日（土）14：00 〜 15：30
	 弥生絵画のなかの動物たち
	 講師：深澤 芳樹氏（元・奈良国立文化財研究所副所長）
第394回	 12月2日（土）14：00 〜 15：30
	 埴輪のなかの動物たち
	 講師：千賀 久氏（葛城市歴史博物館長）
第395回	 12月9日（土）14：00 〜 15：30
	 瓦のなかの動物たち
	 講師：清水 昭博（帝塚山大学考古学研究所長・附属博物館長）
会場：奈良・東生駒キャンパス2号館2101教室（第392回除く）

※本講座のみ・
　9月以降受付
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【お問い合せ先】
帝塚山大学附属博物館

〒631-8501 奈良市帝塚山7-1-1
Tel  0742-48-9700　 Fax  0742-48-8783
http://www.tezukayama-u.ac.jp/museum/

大学人文科学部（現文学部）准教授、学生部次長を務められた北 正弘先生が、平成29年6月18日、享年75歳にて永眠
されました。

訃報　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

ライブラリーバッグの貸出をはじめました。
　もっとたくさんの本や大きな本も
借りたいけれど自分のカバンに入
らない…そういった声にお応えすべ
く、ライブラリーバッグの貸出をは
じめました。
　大きさは、Ａ4サイズが楽々入る
トートバッグとハードカバーの本が数
冊入る、ミニトートバッグの２種類。
色はそれぞれ、紺と白があります。
　両キャンパス図書館カウンター前
に置いてありますので、利⽤希望の
⽅は、借りたい本と⼀緒にカウンター
までお持ちください。バッグの貸出期間は、図書の貸出期間と同じです。
ライブラリーバッグを利⽤して、さらに図書館を活⽤してください。

Library Announcements

図書館からのお知らせ

同窓生の皆様へ　ホームカミングパーティ開催のお知らせ
　平成29年11月19日（日）に帝塚山大学 奈良・東生駒キャンパスにて『第６回ホームカミングパーティ』を開催します。大学祭「虹色
祭」開催中の母校で、懐かしの恩師・同窓生と一緒に学生時代にタイムスリップしませんか。
　同窓生の皆様お誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。
　詳しくは、同封の案内チラシをご覧ください。

第5回ホームカミングパーティの様子 虹色祭（昨年度）

General Affairs Division Announcements

総務課からのお知らせ
奈良・東生駒キャンパスと奈良・学園前キャンパスに「クリエイティブ・コモンズ」を新設しました。
　両キャンパスのクリエイティブ・コモンズに共通する設備として、高度な画像処理や図形編集などを行えるハイスペックな機能を搭載したパ
ソコンを常設し、学修成果の発表や展示などで使用する大型ポスター作成のためのプロッターや専用の裁断機、ハンドブックや冊子の作成に必
要な製本機などを整備しました。これらに加え、奈良・東生駒キャンパスにはプロジェクターによる投影も可能なホワイトボードを設置し、奈
良・学園前キャンパスにはデザイン関係の学科があることから、布地に印刷ができる機器を導入しています。今後、ゼミナールを始めとした研
究発表の事前準備の場として、クリエイティブ・コモンズを開放すべく、運用ルールを整備していきます。

布地印刷用の機器類
（奈良・学園前キャンパス）

クリエイティブ・コモンズ
（奈良・学園前キャンパス16号館7F）

クリエイティブ・コモンズ２
（奈良・東生駒キャンパス図書館3F南側）

クリエイティブ・コモンズ１
（奈良・東生駒キャンパス 図書館3F北側）

第11回企画展示 関連講座  
「やさしい仏像講座」� 要申込  聴講無料

第1回　10月6日（金）　14:00～ 15:30
「お釈迦さまのひみつ」　定員：30名

第2回　10月14日（土）　11:00～ 12:30
「仏像のひみつ」　定員：30名

第3回　10月20日（金）　14:00～ 15:30
「ちょこっと学芸員－仏像調査体験－」　定員：10名

講師：戸花 亜利州（帝塚山大学附属博物館学芸員・文学部講師）
会場：附属博物館講座室
※申込方法等の詳細は決まり次第、附属博物館HP上でお知らせいたします。
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ファミリー入試とは、帝塚山学園の建学の精神・学風を深くご理解いただき、共に帝
塚山大学のファミリーとしてお力添えをいただける方のご入学を歓迎する入試制度です。
出願資格は、学校法人帝塚山学園が設置するいずれかの学校（幼稚園、小学
校、中学校、高校、大学、大学院、短期大学）の卒業生もしくは在校生・在学生
の2親等以内の親族で、本学が定める基準を満たし、高等学校を2017 年 4月
1日から2018 年 3月31日までに卒業された方または卒業見込みの方です。
＊出願の際には「帝塚山ファミリー」であることの証明書（卒業証書の写し・卒業証
明書等を添付）が必要です。

選考方法：①面接②書類審査（調査書・志望理由書）
詳しい出願資格や要件等に関して、必ず事前に入試課までお問い合わせくださ
い。オープンキャンパスにご参加のうえでお問い合わせいただくことも可能です。

■ 前期スケジュール
出願期間 2017年9月19日（火）～10月2日（月）（消印有効）
試験日（面接） 2017年10月7日（土）
合格発表 2017年10月13日（金）
1次手続締切日（入学金納付） 2017年10月30日（月）

■ 後期スケジュール
出願期間 2017年11月20日（月）～12月9日（土）（消印有効）
試験日（面接） 2017年12月16日（土）
合格発表 2017年12月20日（水）
1次手続締切日（入学金納付） 2018年1月12日（金）

■ 3月スケジュール
出願期間 2018年2月26日（月）〜3月9日（金）※（消印有効）
試験日（面接） 2018年3月14日（水）
合格発表 2018年3月15日（木）
入学手続締切日（入学金・前期授業料等納付）2018年3月22日（木）

※3月10日・12日のみ願書窓口受付可

■ 募集学部学科
学 部 学 科 募集人数
文学部 日本文化学科

若干名

経済経営学部※ 経済経営学科※
法学部 法学科
心理学部 心理学科

現代生活学部
食物栄養学科

居住空間デザイン学科
こども学科

※2018年4月開設

帝塚山大学では、卒業生、
もしくは在学中の方のご家族を対象とする

入試制度「ファミリー入試」を実施しています。

■ 入学金について
ファミリー入試でご入学される方は、入学金が 6 万円になります。

（通常 18 万円）

【お問い合せ先】
帝塚山大学 入試課

Tel  0742-48-8821（直通） Fax  0742-48-9021
 nyushi@jimu.tezukayama-u.ac.jp

2018 年度 帝塚山大学
ファミリー入試のご案内

－ 来春、受験を控えたご子息ご息女をお持ちの保護者の皆様へ －

OPEN CAMPUS 2017 入試対策講座
（奈良・学園前キャンパス）

学科体験授業や施設見学、入試説明、在学生との交流など、さまざまなイベントを用意しています。【予約不要】

奈良・東生駒キャンパス

8/6（日）
11:00 〜 16:30

クラブ・サークル大解剖！

奈良・学園前キャンパス

8/26（土）・27（日） 11:00 〜 16:30

26日（土）経済経営学部 特別プログラム「ANA特別講座」
27日（日）保護者のための進学相談会

奈良・東生駒キャンパス

9/10（日） 13:00 〜 16:30

出願に向けた特別プログラム
（面接対策講座／出願のてびき）

10/8
（日）

公募制推薦入試対象
9:30 〜 13:00

12/23
（土・祝）
一般入試対象

13:00 〜 15:30
【予約不要】
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学
生
交
流
会

な
ど
を
通
し
て
、
日
本
に
居
な
が
ら
異

文
化
交
流
が
図
れ
る
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
。

参
加
学
生
の
感
想

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド（
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

工
科
大
学
）

英
語
が
苦
手
で
も
自
分
か
ら
進
ん
で
話

し
か
け
、
可
能
な
限
り
英
語
に
た
く
さ
ん

触
れ
、
話
す
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン（
バ
リ
ャ
ド
リ
大
学
）

こ
の
語
学
研
修
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
学

習
だ
け
で
は
な
く
、
集
団
行
動
で
の
一
人

ひ
と
り
の
行
動
の
責
任
や
仲
間
と
の
協
力
、

生
活
習
慣
の
違
い
の
実
感
な
ど
、
様
々
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
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上：Universidad de Valladolld​
	 の授業を終えて
下：Sagrada Familia見学

上：Avon Riverで
	 カヌー体験の後に
下：Rubicon Valleyで
	 乗馬体験


